
完全内製化のよる全面的ＩＣＴ活用を実施しており、従来工法に比べて、大幅な工期短縮、現場作業の効率
化、若手技術者の早期育成・即戦力化など、多岐に渡った活用効果。
3次元設計データを作成しＩＣＴ建機による無丁張化により、測量作業を大幅削減（作業日数40％、労務人
数54％削減）するとともに、３Ｄプリンターの活用により、従来工法に比べ43％の工期短縮、現場作業の省力化
に寄与。
３Ｄプリンターを活用した擬石型曲線護岸パネルの施工は本工事が日本初。

河川構造物では現地形に合わせた施工が求められる箇所が多く、３Ｄプリンターを活用することで専門性・熟練性
が求められる現地作業の省力化・簡略化が期待でき、パネル表面に凹凸や円筒を設けることで河川生物にも配慮。
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1.令和４－５年度 仁淀川中島地区下流護岸外（その１）工事

【取組概要】
本工事は、仁淀川の侵食対策を目的とした高水敷及び低

水護岸の整備において、完全内製化による全面的ICT活用を
実施することで、測量や出来形計測、写真撮影・品質管理の
作業が効率化。
また、複雑な曲線や表面形状となる既設護岸と新設護岸の

取り合わせ箇所において、３Dプリンターを活用した擬石型曲
線護岸パネルを導入することで、施工に要する手間と時間を減
らして、現地の複雑な地形に合わせた施工を実現。

四国地方整備局推 薦 者
四国地方整備局 高知河川国道事務所発 注 者
福留開発株式会社業 者 名
2023年5月1日～2024年3月29日工 期
高知県土佐市施工場所
327,272,000円請負金額

ICT活用による施工状況

日本初！擬石型曲線護岸パネル 水生昆虫・植物の生息環境への配慮

学識者の助言により、水中部となるパネルは水生
昆虫、植物の生息環境を保持できる形状で造形
（一部通り抜け対応）

取り合わせの詳細

既設護岸と新設する護岸では、天端部6.8m
低水部5.0mの取り合わせが必要

6.8m

5.0m覆土ブロック
（既設護岸）

平ブロック
（今回施工）

（施工面積 A=74.3m2）

具体的な施工計画の立案や地元説明等に活用したCIMモデル


